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平井一丁目・小松川四丁目 まちづくりニュース 
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ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
（
地
区
計
画
） 

①ゆとりあるまち並みを確保するルール ②歩行空間の安全性を高めるルール 
  

 
  

③見通しを良くするルール       ④静かな住環境を維持するルール 
    

⑤まちなみを維持するルール ⑥ゆとりある敷地を確保するルール 
    

⑦周辺環境との調和を促すルール   ⑧街並み誘導型地区計画 
 

 

  

道
路
・
公
園
・
建
物
の
整
備
や
更
新 

⑨幅員 6m 以上道路への拡幅整備 ⑩新たな防火規制の導入 
地区内の既存の道路のうち、

幅員が狭い道路を対象として、
災害時の避難や緊急車両の通行
等に有効な、幅員 6m 以上の道
路へ拡幅整備する。  

 建物の耐火性能に関する基準
を新たに設け、火災に強い構造
を持つ建物を増やすことで、災
害時の延焼や倒壊のリスクを軽
減する。 

 

⑪老朽化した建物の建替え促進 ⑫日常的な憩いの場や、災害時に一時的に  
避難できる場所となる公園の確保 

災害時の火災による延焼や建
物倒壊による被害を軽減するた
めに、建築基準法で定められて
いる最低限の道路幅員である４
ｍを確保し、老朽化した建物の
建替えを促進する。 

 子どもから高齢者まで、地区
住民の憩いの場となり、災害時
に一時的に避難する場所として
も機能する公園を整備する。 

 

自由意見（一部を抜粋） 

１．まちづくりの取組について 
 協議会で検討したまちづくりのルール（地区計画）に関する取組や道路・公園・建物の
整備や更新に関する取組みについて、多くの項目で回答者の 8 割以上が「必要である」「ど
ちらかというと必要である」と回答しました。 

２．まちづくりの目標と方針について 
まちの課題や改善策、まちの良い点踏まえて協議会で設定した「まちの目標」と、 

「まちづくりの３つの方針」について、「目標」「方針１」「方針２」は 8 割以上がふさ
わしいと回答しました。また、「方針３」については、「その他」に現状を踏まえた意
見を記載する方が多く見られました。 

※太字は５割以上の方が「必要」と回答したまちづくりの取組です。  

方針３に対して多数ご意見をいただきました。ご意見を踏まえてまちづくり
協議会で再度検討した結果、国籍に限らず、国内でも地域によって様々な文化
があるため、『国籍』という部分を『文化』に変更する方向性となりました。 
（変更案：世代や文化を超えて、みんなが繋がり助け合えるまち） 
 

防災 
防犯 

道路 

コミュ
ニティ 

その他 

 まちの目標とまちづくりの３つの方針  

・電柱が移設や地中化されると道幅も広くなるのでは。 
・道路が狭いことで車が入りにくいが、車を気にせずに歩けて安心でき
る面もある。 

・植栽が道路にはみ出していると、車への接触や視界不良となり危ない。 

・高齢者が多い地区のため、近くに避難できる場所が欲しい。 
・地域に公園があると地域の集まりや災害時の一時避難場所として活用
できる。 

・人通りが少なく、暗いため歩くときに不安。 

・つながりを作るためのマルシェやフリーマーケットがあるといい。 
・若い世代や子供が集まるような公園があるといい。 

・「①ゆとりあるまちなみを確保するルール」と「⑧街並み誘導型地区計
画」の違いが分からない。 

 

【目標】  
誰にとっても安心でき、 
心育むまちを次世代へ 

  

【方針１】 災害に強く、 
地域で対応できるまち 

  

【方針２】 うるおいやゆとりを感じ、 
楽しく安全に歩けるまち 

  

【方針３】 世代や国籍を超えて、 
みんなが繋がり助け合えるまち 

 

必要  どちらかといえば必要   どちらかといえば必要ではない   必要ではない  未回答 






